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哺乳類以外の有用細胞（１）魚類細胞

〃"・SbGsbi・恥〃.,49,1159-1163（1983）cult.,ｐｐ､47-77（1987）
11）AbstractsofVIIInt･Conf、Inverte・ａｎｄＦｉｓｈＴｉｓ．

8７

ウナギＥＫ－１ 囮哺乳類以外の有用細胞（１）魚類細胞団－

福田穎穂（東京水産大学水族病理学研究室）

【起源】ニホンウナギ（Ａ"9噸"αノ”0〃iccz）の腎臓

から，台湾大学のＣｈｅｎらによって樹立された')。

【性質・特徴】

形態上皮様細胞で，多核の細胞が少数含童れること

が多く，単核で大型の細胞も存在する。また，繊維芽細

胞の存在も指摘されている2〕・

染色体構成・核型染色体数は２１～６２と多様性に富

むが，そのモードは３８であり，ニホンウナギの体細胞

のそれと同じであるという。

移植性検討されていない。

【培養方法】

培褒液ウシ胎児血清（5～10％）を含むＬ-15培地

が用いられる。

増殖形態付潜性の増殖を行ない，単層を形成する。

浮遊培蕊系は開発されていない。増殖は２０～36°Ｃで可

能であるが，３８℃以上では１２時間で死滅し，２０°Ｃで

は増殖速度が低下する。コロニー形成率は低い(8～9％'）

あるいは１７％2))゜倍加時間は詳細には検討されていな

いが，約１．５×105個細胞/ｃｍ２で，５％ＦＢＳ添加Ｌ-15

培地を用い，３０°Ｃで培養を開始した場合，３～４日で飽

和（5～6Ｘ105個細胞/cm2）に達する。

培譲上の注意点増殖可能温度範囲は広いが，数倍に

希釈して３０℃前後で培養し，数日のうちに継代すると

よい。細胞分散剤としては，0.1％トリプシンと0.02％

EDTAを含むPBS-(Mg2÷およびＣａ野を含まない）

を用いる。凍結保存は，グリセリンあるいはＤＭＳＯを

10％に加えたＬ-15（10％ＦＢＳ添加）に約100個細胞／

ｍｌの濃度で懸濁して行なえば，-80°Ｃでも数年間は可

能であるが，グリセリンを用いたほうが生残率がよいよ

うである。時に激しい空胞化を起こすことがあるが,､継

代を適正な時期にくり返すと回復することが多い。

【研究応用】

分化誘導，生化学的性状などに関してはまったく研究

されていない。ただし，魚病の分野では病原ウイルスの

分離に活用されている。ウナギからはへルペスウイル

ス，ペポパウイルス０ビルナウイルス，ラプドウイル

ス，レオウイルス，ピコルナ様ウイルスが分離されてい

るが，これらウイルスのうち，ピコルナ様（未発表)，ペ

ポパ（未発表）およびへルペスウイルス8)はＥＫ－１細胞

ではよく増殖するものの，魚類ウイルス検査に広く使用

されているサケ科あるいはコイ科など，ウナギ以外の魚

種由来の細胞では増殖しなかった。
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ワカサギＷＦ－１ 囹哺乳類以外の有用細胞（Ⅱ）魚類細胞圏

吉水守（北海道大学水産学鋼

【起源】ワカサギ（H”o刎郷szJsノアα"”αc域“s）の

鰭から筆者ら2)によって樹立された。

【性質・特徴】・

形態当初，一部に上皮細胞が混じっていたが，現在

は繊維芽細胞の柔で織成されている。
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ＶｏＬ３６ＮＱＩ４０９９１）８８蛋白質核酸酵素

染色体構成染色体数は５０から６２の範囲で測定さ

れ，モードは５７にあった。ワカサギの染色体数（2"＝

56）から２倍体のままであると考えられる。

【培養方法】

培饗液１０％ウシ胎児血清を含むライポビッッのＬ－

１５培養液を用いる。この培養液はアミノ酸組成からｐＨ

が７．２前後に保たれ，炭酸ガス恒温器を必要としない。

イーグルのＭＥＭ（minimumessentialmedium）を

使用してもよい。この場合，緩衝液はＴｒｉｓの使用が好

ましい。

増殖動態発育温度範囲は５°Ｃから２５°Ｃであり，至

適発育温度は２０°Ｃである。１５°Ｃあるいは２０°Ｃで１．５
～2.0×105個細胞/ｍｌで培養すると約１週間で飽和密

度になる。フラスコを用い上記濃度で培養すると，１５°Ｃ
で１カ月以上，生存が可能である。

培養の注意点継代の際，細胞を３～５倍に希釈する

と上記の密度になる。保存株は１５°Ｃで培養し，１カ月
ごとに継代している。炭酸ガス恒温器は使用していな

い。凍結保存は１０％の割合にＤＭＳＯを加えたウシ胎

児血清に１５°Ｃ培養７日目の細胞を約106個/ｍ【に懸
濁し，-1°Ｃ/分程度の温度勾配で-80°Ｃまで下げ，
その後，液体窒素中に保存している2.8)。

【研究応用】

ドイツのエルベ川河口に棲息するスメルト（キュウリ

ウオの仲間）の上皮腫瘍組織中に見られるヘルペスウイ

ルス4)を分離する目的で，ＷＦ－２（同じくワカサギの鰯

由来細胞）とＳＦ（チカの鰭由来細胞）とともに作製し

た細胞である!)。魚類病原ウイルスではラプドウイルス5）

(サケ科魚類の伝染性造血器壊死症ウイルスＩＨＮＶ，ヒ

ラメラプドゥィルスHRV，コイの春ウィルス病ウィル

スＳＶＣＶ，バイク稚魚ラプドウイルスＰＦＲＶ，ウナギの

ラプドウイルスＥＶＡ，ＥＶＥＸ）およびアメリカナマズ

のへルペスゥィルスに感受性をもち，ラブドゥィルスの

培養に適している。
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ヤマメＹＥＬ－１３ 囮哺乳類以外の有用細胞（１）魚類細胞団－

Yamameembryonicliverの路

渡遁翼（日本大学農獣医学部獣医学科魚病学研究室）

白質を産生している細胞とは違う細胞である。

染色体轍成・核型染色体数は５６（＝2"）であるが，

50～８０の間でばらつきが多い。４倍体もしばしば現わ

れるが，３倍体はほとんど見られない。

【培養方法】

培養液イーグルＭＥＭに１０％ウシ胎仔血清（FCS）

を添加して培養する。ロットはあまり選ばないが，ＦＣＳ

以外では培養できないと考えられる。２％ＦＣＳでも増

殖速度は落ちるが培養可能゜

墹殖形態２０°Ｃでいちばん増殖がよく，約４８時間で

倍加する。15℃でも若干,増殖速度は落ちるが増殖する。

10°Ｃでば増殖催みられないが，死ぬことばない。２５°Ｃ

以上では１週間以内に器面より剥がれて死んでしまう。

【培養上の注意】

飽和密度になったあと，そのまま培養すると，空胞変

【起源】孵化直前のサクラマスの陸封型，ヤマメ

０打corhy》DchwsmdzsoW胚の肝臓'－３)。２２例培養を試染

たうちで最も増殖の速かった上皮細胞系。

【性質・特徴】

形態上皮性，接触阻止を受けて単層で増殖。飽和密

度になると敷石状になって増殖し，細胞は小型化する。
随顕的には大型の核小体を有する円形の核をもち，細
胞質にはミトコンドリアや粗面小胞体が発達している。
YEL-13はpseudoglobuliｎ分画に属する血清蛋白質を

産生しており，培養液中に放出する。本細胞は粗面小胞
体がよく発達しており，拡張した小胞体もしばしば見ら
れることから，血清蛋白質合成系がよく発達した細胞系

と考えられる2)。また，YEL-13のなかには鱗（もしく
は糖蛋白質）を産生しているものも存在し,PAS陽性細
胞が多数見られ，培養液中にも放出しているが，血澗蛋
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